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年始ご挨拶

新年明けましておめでとうございます。

昨年は富岡八幡宮の二ノ宮神輿渡御

が挙行されました。その際は三町会役

員の方々、婦人部の方々、町会員の

方々、担ぎ手の方々にご協力をいただ

き事故も無く、無事に終えることがで

き、本当にありがとうございました。

あの大きなお神輿を昨年担げなかった

方は、次回の渡御は平成３０年になり

ますので、是非楽しみにしていてくだ

さい。

そして今年の夏には、子供神輿の連

合渡御が開催される予定です。

門前仲町交差点から富岡二丁目まで

の永代通りを通行止めにして、氏子町

会の子供神輿が数十基集まって渡御を

します。工夫を凝らした創作神輿も参

加します。是非今から楽しみにしてい

て下さい。

この街に住んでいるのですから、こ

の街のお祭りに是非参加して、楽しん

でいただきたいと思います。

最後になりましたが、本年も町会員

の皆様が健康で、笑顔が絶えない日々

を送ることができます様お祈りしてお

ります。

箱崎町神輿総代 大木 実

年始挨拶
平成２８年、皆様には輝かしき新春をお迎えのことと存じます。

箱崎三町会の昨年を振り返ってみれば、町会員の多大なるご協力をいただき、

無事諸行事が終了いたしました。心より感謝申し上げます。

富岡八幡宮二の宮神輿渡御を頂点とした夏のイベント、１１月のソフトボー

ル大会とバーベキュー、１２月は餅つき大会とクリスマスツリー点灯式など、

大成功と言っても良いと思っております。

さて三町会対抗ソフトボール大会、私も久しぶりに審判員として参加しまし

た。そして午後のバーベキュー、２０歳代、３０歳代の若い世代の参加も多く、

これからの連合町会の将来を思うと心強いばかりです。

箱崎の街は、昭和３９年東京オリンピック開催を境に他の地域に類をみない

変貌を繰り返してきました。一時期は隣組の集合体である町会の運営にも危機

が訪れました。味噌・醤油の貸し借りが当たり前の長屋文化から集合住宅の縦

のコミュニティへ。

「地域の絆」

町会という任意団体が、この言葉を拠り所に長い間活動して参りました。

その拠り所は、年間を通しての諸行事催行につきると思っています。先にも

述べた２０歳代、３０歳代の皆様の行事参加は箱崎連合町会にとって、今後の

大きな運営指針となるでしょう。

この誌面を借り、「箱崎睦会」が連合町会を支える中心メンバーであること

に心よりお礼申し上げます。

最後となりましたが、平成２７年は戦後７０年節目の年でした。戦前そして

戦後の復興期、箱崎の街を守っていただいた先人達（故町会長をはじめ役員の

皆様）に感謝申し上げ新年のご挨拶と致します。

当番町会

箱崎町箱四町会 町会長 増渕一孝

各町会の新年会開催のお知らせ

箱崎北新堀町会

１月２１日（木）

１８時００分～

ＴＣＡＴさくらにて

箱崎二・三丁目町会

１月１４日（木）

１８時００分～

ＴＣＡＴ龍鳳にて

箱崎町箱四町会

１月２２日（金）

１８時３０分～

ＴＣＡＴ龍鳳にて

お誘いあわせの上、ご参加ください。
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箱崎公園に設営中のクリスマスツリー

浜町グランドに集まった、箱崎ソフトボールプレーヤー

箱崎公園クリスマスツリー

の設営に参加して

箱崎町の冬の名物になっているクリ

スマスツリーの設営に参加しましたの

で、その様子をお知らせしたいと思い

ます。

箱崎公園に毎年飾られているツリー

ですが、滑車を組み込んだ構造となっ

ており、一段引き上げては電飾やモー

ルを飾り付け、さらに次の段を飾る作

業の繰り返しです。チームワークと職

人技の結集だと設営作業に参加して実

感しました。８人がかりで約３時間半

の作業はなかなかの重労働でした。

私が生まれ育った町会ではクリスマ

スのイベントはあっても、このような

ツリーを飾ったりすることはありませ

んでした。箱崎は良いところだなと感

じます。企画する人、実行する人が一

丸となって町会を盛り上げています。

クリスマスツリーの電飾は、大人に

も子供にもワクワクする特別な気持ち

を照らしてくれていると思います。実

際、そんな光景を目にする機会があり

ました。

ある休日、娘と自転車の練習で公園

に来ると、数家族のグループがツリー

を囲んで「すごいね！」「きれいだ

ね！」と言う声と、はしゃいでいる子

どもたちの姿が目に入ってきました。

横にいた娘が「これ、パパ達が作った

んだよね。」ちょっと誇らしげに言っ

てくれました。

少しは尊敬してくれているのかな？

こういう場で父親の威厳を示さなくて

はと…。

この一年間、町会での活動を一番見

ていてくれたには娘かも知れません。

初めてクリスマスツリー設営に参加し

てそんなことを実感させてくれました。

箱崎町箱四町会 白石政博

第８回ソフトボール大会

＆第１０回ＢＢＱ大会

昨年１１月２９日（日）、例年より

少し遅い時期となりましたが、箱崎睦

会主催の第８回町会対抗ソフトボール

大会と第１０回バーベキューが実施さ

れました。当日は、天候にも恵まれて、

延べ１００人を超す大勢の人に参加し

ていただきました。

午前中は、浜町公園グランドで町会

対抗のソフトボ－ル大会です。今年は、

箱四町会が２チームとなり、箱北町会

と箱二三町会合わせて４チームでの勝

ち抜き戦となりました。加藤箱二三町

会長、増渕箱四町会長、藤岡箱二三副

町会長の三審判員により試合は進めら

れます。

第１戦は箱北町会チーム対箱四Ｂ

チームとの対戦となり、接戦の末、９

対８で箱四Ｂチームの勝ちとなりまし

た。第２戦は、箱二三町会チーム対箱

四Ａチームの対戦となりましたが、両

チームとも野球経験者が多くおり、第

１戦とは比べものにならないくらいハ

イレベルな試合となりました。硬い守

備で守り切った箱二三町会チームが１

２対１で勝利！ ここで、各チームの

代表者が集まり、協議の結果、レベル

が違いすぎるということで、第１戦と

同じ対戦で３位決定戦を、第２戦と同

じ対戦で優勝決定戦をすることとしま

した。

箱四町会チームはメンバーを入れ替

え、Ａチームにベストメンバーを集め

てリメンジーを図りました。３位決定

戦は、箱北新堀町会チームが雪辱を果

たして１６対５で勝ち、３位となりま

した。優勝決定戦も箱四Ａチームが雪

辱を果たして１１対２で勝ち、優勝を

奪回しました。

午後は箱崎公園に場所を移動して、

バーベキュー大会を開きました。参加

者が多く、陽気も良かったことから、

用意していた飲み物はすぐになくなり、

追加の嵐となりました。食べ物の方も

焼肉をはじめ、焼そば、イカ焼き、野

菜焼き、おでん、ポトフ、お餅とこと

ごとく完食となりました。箱崎公園は、

地域住民の交流の場と化し、参加され

た人たちに団らんの場を提供できたの

ではないでしょうか。

今後も、箱崎睦会として町会と協働

によるイベントを行って参りますので、

皆様の参加をお待ちしております。

最後になりましたが、場を盛り上げ

てもらえまして大勢の参加者に感謝、

感謝、感謝。どうもありがとうござい

ました。

箱崎睦会副会長 白崎敏孝
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箱崎代表の地区委員の皆さんデス

チビッコいっぱい応援チーム

つきたてですよ!!
あんこ
きなこ

呼吸を合わせて
ペッタン・ペッタン

イェ～イ♪

餅つき大会会場

X'mas
ツリー
と
イルミ
ネーション
点灯式

第４２回子供餅つき大会

日本橋三の部の、暮れの風物詩であ

る子供餅つき大会が、１２月の第一日

曜日、晴天の下、人形町大通りで賑や

かに開催されました。農耕民族である

日本人にとって、餅をつく事にはいろ

いろな目的があると思います。一つに

は、お正月、結婚、出産、七五三など

の祝い事。又一つには、台風、水害、

干ばつなどから田畑を守り、農耕生活

の安定と食物の確保など。古くから餅

をつき、神様にお供えして参りました。

日本人とお餅は、縁を切ることができ

ないのです。

昨年同様、今年も子供達はクリスマ

スプレゼントやお年玉がいっぱいもら

えます様にとか、いろいろな事を考え

て元気よくお餅をついてくれました。

お餅をついた後は、町会が用意した美

味しいお蕎麦やうどんを食べて、来年

は今年よりももっといっぱいプレゼン

トがもらえる様にと、二度、三度とお

餅をついてくれました。

この大会が、この様に長く続けてい

けるのも、三の部地区委員の皆々様方

のお力があるからだと思っています。

最後に、今年年末の４３回大会も、１

５町会が一同に集まって賑やかに餅つ

き大会が開催出来ることを願いたいと

思います。

箱崎二・三町会副会長 沼﨑富雄

クリスマスツリー点灯式

１２月１３日（日）に予定していた

クリスマスツリー点灯式と夜間防災訓

練は、あいにくの雨で中止となりまし

た。箱崎公園のクリスマスイルミネー

ションは、実は１１月下旬にツリーを、

そして１２月に入ってから水天宮ピッ

ト側フェンスに雪ダルマと雪の結晶の

イルミネーションを飾り付けていたの

です。

せっかく飾り付けしたし、子供たち

も点灯式とクリスマスプレゼントを楽

しみにしているに違いない！ それに、

クリスマスツリーの飾り付けが１０回

目の節目を迎えていました。と言う事

で、急遽１２月２３日（天皇誕生日）

に点灯式を開催することになりました。

急なお知らせで、しかもポツリポツ

リ雨も降る中でしたが、夕方の箱崎公

園には大勢の子供たちが集まってくれ

ました。そして、日没を迎えて周囲が

真っ暗になったところでツリー点灯の

カウントダウンが始まります。

クリスマスツリー、雪ダルマ、雪の

結晶のイルミネーションが一斉に灯り、

真っ暗だった公園がパッと明るくなり

ました。イルミネーションは色々なパ

ターンで点滅を繰り返し、色も変化し

ていきます。来園していた子供たちや

お父さんお母さんも大喜びでした。そ

んな笑顔を見ると、ツリーを組み立て

た時の苦労も一瞬で吹き飛んでしまい

ます。

無事に点灯式も終わり、来場してい

た子供たちにはささやかなクリスマス

プレゼントを手渡しました。少々気の

早い話になりますが、今年４月には手

作り鯉のぼりの製作、年末にはクリス

マスツリー飾りを行う予定です。楽し

みにしていてください。

はこざき新聞編集部
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袖ヶ浦ＬＮＧ基地にて

山中湖の水陸両用カババス

河口湖畔より（2015年10月25日）

天然ガス工場見学会

１１月１７日（火）、日本橋消防署

主催の視察見学会がありました。

箱北町会からは大塚町会長、箱崎二

三町会から加藤町会長、箱四町会から

佐野さんが参加されました。

千葉県袖ヶ浦町の東京ガス工場です。

工場と言うよりも、大きな「基地」で

す。天然ガスからガスと電気を作り出

し、関東全域に送っているそうです。

韓国のインチョンにある天然ガス工

場が、世界最大の量を貯蔵できる基地

なのだそうです。

箱崎二・三丁目町会長

加藤恵一

箱四町会バスハイク

に参加して

１１月１５日、箱四町会バスハイク

は雨の中の出発でした。

今年は終戦７０年を記念して、茨城

県阿見町の予科練平和記念館と笠間市

の筑波海軍航空隊記念館を見学しまし

た。予科練平和記念館では、予科練に

志願した１４歳から１７歳の少年たち

の訓練に明け暮れる日々に想い揺れ動

く希望・不安を垣間見ることができま

した。そして、いよいよ戦地へ飛び立

つ最期の想いの手紙に目頭が熱くなり

ました。

この時代に親となったら、どんな気

持ちで息子を見送っただろう。私には

二人の息子がいるので、なおさら心に

響く思いで胸が一杯になりました。

筑波海軍航空記念館では、短い時間

ではありましたが、学徒出陣で招集さ

れた大学生が特攻隊として出撃するま

での気持ちの話を案内係の方から伺い、

改めて戦争は絶対にしてはいけないと

思いました。そして、この思いを繋い

でいかねばならないと強く思う一日で

した。

戦後７０年を迎え、年々戦争を体験

した方々が少なくなってきています。

私は体験者に耳を傾け、平和の大切さ

を子や孫に語りかけていこうと思いま

す。今でも戦争が続いている中東の

国々のことを思うと、心が痛みます。

今の日本に生まれて、本当に良かった

と思うのです！

そして、待ちに待った美味しい豪華

な昼食は、食べきれない程でした。な

かなかな芸達者な方もいらして、座を

盛り上げてくれました！

昼食後は筑波山神社を参拝し、ロー

プウェイで山頂に登りました。出発の

時とは違って晴れ渡り、素晴らしい景

色に感動しました。雲海も紅葉も素敵

でした。都会の雑踏で暮らしている私

たちには、何よりのご馳走です。

私は久しぶりの参加でしたが、楽し

いバスハイクでした。来年のバスハイ

クも楽しみに、真っ赤なもみじをそっ

とバッグに忍ばせて家路に着きました。

箱崎町箱四町会 三木照子

箱二・三町会バスハイク

山梨日帰りの旅

好天に恵まれ、一路山梨で話題に

なった“わさび漬けセンター”にてお

買い物を楽しみました。河口湖畔を散

策し、モミジの紅葉と富士山のビュー

スポットで各々記念写真を撮りランチ

へ。評判の名物“ビーフシチュー”を

味わいます。噂に違わず美味しいシ

チューでした。

猫の目“ダヤン”を鑑賞！ 猫好き

にとっては欠かせぬ、不思議な魅力の

場所でした。

集合写真を撮ってから忍野八海に移

動、暫しゆっくりと、水車小屋を背景

に富士山の雄大な姿を楽しみました。

風の影響で水陸両用カババスが欠航

しているとの事でしたが、私達がター

ミナルに着く頃には運航を始めた様子

でした。

ターミナルよりカババスに乗り換え

て、一路山中湖へ。途中、スリリング

な急坂を下りて湖面にザブーン！ 激

しい水飛沫と共に湖面にユラ～リと浮

きました。湖面より見上げる富士山の

姿は雄大で美しいものでした。雲一つ

ない姿は、まるで私達に「ようこそ皆

さん！」と語りかけているようでした。

毎回少しでも参加者が増えて、町会

にも新加入者が参加し、一人一人が協

力して下さることが町会の為、地域の

為になります。しいては防犯・防災と

もなり、環境をも良くして住み易い町

作りに繋がっていくと想いますので、

これからも、よろしくお願い致します。

箱崎を皆さんの“手”で盛り上げて

いきましょう！

箱崎二・三丁目町会婦人部長

西澤千代子

夜の防災訓練は雨天順延

１２月１３日（日）に予定していた

「夜の防災訓練」は、朝からしとしと

と雨が降り続いたため残念ながら中止

となりました。

夜間に災害が発生したことを想定し、

拠点となるテント張りを暗い中で行う、

明かりの確保のためのバルーン投光器

を組み立てる、火起こしから炊き出し

の作成までを行うなど、色々と計画を

練っておりました。しかし、暖冬とは

言っても季節は冬、寒さの中で雨水に

打たれては皆様の健康に差し障りがあ

るとの判断により、中止を決定せざる

を得ない状況となりました。

災害はいつ何時起こるか分かりませ

ん。万が一の時には、町会の皆さんに

よる日頃の訓練が必ずや活きてくると

思います。

１月以降に改めて防災訓練を実施す

る予定ですので、どうぞご協力・ご参

加をお願いします。

箱崎二・三丁目町会長

加藤恵一

一
昨
年
の

夜
間
防
災
訓
練
の
様
子
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消防操法準優勝の記念写真

倒壊建物からの救助訓練の様子

陸上自衛隊の炊き出し車両も参加

第４５回東京都操法大会

銀メダル獲得

（第三分団より３名奮闘）

昨年１０月１０日、第４５回東京都

操法大会が幡ヶ谷の消防学校グランド

にて開催され、日本橋消防団は準優勝

を飾りました。

操法大会は災害時の活動の基本とな

る諸動作、器具の取り扱い、規律、節

度等を競技として争うもので消防団員

には必須の活動です。

東京都操法大会は中央区代表として

臨港、京橋、日本橋の３消防団が交代

で出場する決まりがあり、１年空きの

年を含めて四年に一度出場のチャンス

がやってきます。４年前の大会に続き

連覇を狙う日本橋消防団は団員一丸と

なり訓練に励み、優勝には一歩及ばな

いものの銀メダルを獲得しました。

三分団からは１番筒先赤塚団員、４

番機関森口班長、補助員大谷団員の３

名の選手が出場し、３月の結団式以降、

日本橋大会を６月に挟み７５回以上の

訓練を重ねました。日本橋大会の訓練

を数えれば三分団員の３選手は１００

回以上の訓練回数になります。一つの

分団から選抜チーム６名中３名が出場

するのは分団にとっては頑張り甲斐が

ある反面大きな負担になります。

私は都の消防操法大会に出場を予定

していたこともあり、９月６日の訓練

においても操法の披露に参加させてい

ただきました。

当日はまず箱崎川第二公園に集合し、

披露に備えた練習を行いました。その

際、私は指導者の方より「区民の皆様

に操法の披露をするのに服装が汚い」

と指摘されました。急遽保管していた

新品の活動服をおろして着用しました。

その後、披露を行う日本ＩＢＭ敷地内

に移動し設営を行ったのですが、ポン

プ後方のスペースが足りずベニアの板

を貼り対応したり、標的までの距離が

実際よりも短いことが判明したりトラ

ブルが発生しました。

さらにその時です！ 準備作業の中

で私の新品のズボンの股部分が「ビ

リ！」と大きな音を立てて破れてしま

いました。元々履いていたズボンに履

き替え、事なきを得ました。

実際と違う距離感の中でも他の優秀

な団員たちのおかげで、無事に区民の

皆様に操法を披露することができまし

た。しかし、もしこの時に新品のズボ

ンが破れていなかったら、１０月１０

日の都大会本番に活動服のズボンの股

を破いていた、と言うとんでもない失

態をやらかすことになっていたかも知

れません！

なお訓練に参加した医療系団体の中

に公益社団法人日本柔道整復師会があ

りました。当日は負傷者の救護及び搬

送訓練にあたっていました。この団体

は地域の接骨院、整骨院に勤務する柔

道整復師の団体です。実は私は専門学

校で３年間の修学後、昨年３月に実施

された国家試験に合格し、柔道整復師

の一員となりました。もし皆様が肩や

腰の痛みなど運動器の疾患でお悩みの

際は、整形外科と合わせて接骨院、整

骨院での治療も御検討ください。

今回の中央区総合防災訓練に参加し

て、防災活動はその度ごとの状況が異

なり、常に臨機応変に対応していかな

ければいけないということと、消防団

は地域社会の一員であり区民の皆様と

協力して防災活動を行っていくことが

最も大切であることを学びました。ど

うか皆様、今後とも日本橋消防団第三

分団を何卒宜しくお願い申し上げます。

日本橋消防団・第三分団班長

森口貴央

今回の訓練に当り地域の方々から本

当に多くの応援をして頂き、協力もし

て頂きました。訓練関係者としてお礼

申し上げます。ありがとうございまし

た。また４年後の東京都大会を目指し

ます。

日本橋消防団・第三分団副分団長

小笠原宣夫

訓練場所も三分団の場所を使い週に

３～４日と集まるのは仕事や家庭の事

情を思うと、各自色々な方々にご理解

を頂かないと実現しません。また身体

の故障とも隣り合わせで心配な時がか

なりありました。そんな中で３選手は

各自最大限の努力で訓練を続けこの準

優勝に結びついた訳です。

今回の大会では色々勉強いたしまし

たが、臨港消防団や品川消防団とのつ

ながりを持てたのは大きな収穫でした。

昨年の大会に出場した臨港消防団を応

援し、今年は彼らが訓練中何回も応援

に来てくれました。品川消防団はこち

らの訓練を見学に来られ、それが縁で

技術向上のための応援にも行きました

し、品川消防団が昨年の臨港消防団に

続き初めて銅メダルを獲得したのが、

敵味方同士ではありますが日本橋の操

法訓練関係者の一人として嬉しい事で

した。

中央区総合防災訓練

私は普段、本業の傍ら箱崎地域の消

防団である日本橋消防団第三分団の一

員として防災活動を行っております。

去る昨年９月６日に行われた中央区総

合防災訓練について書きたいと思いま

す。

この訓練は区民、消防署、警察、さ

らには自衛隊など関係団体が一体とな

り、箱崎公園・日本ＩＢＭ本社公開空

地・隅田川テラスで行われました。具

体的な内容は、消防署と消防団による

長距離送水訓練、区民と各団体による

大規模災害時を想定した負傷者の救護

及び搬送訓練、第４５回東京都消防操

法大会に出場する消防団員による操法

の披露です。
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宮田実 さん 露木直人さん

中央区まちかど展示館パンフレット
「箱四町会神輿庫」を紹介するページ

中央区まちかど展示館

ホームページが間もなく

開設されます

「中央区まちかど展示館」をご存知

でしょうか？

区内のお祭りなどの地域行事や名

所・旧跡、企業や商店の展示物など、

恵まれた文化資源を広く知ってもらう

目的で「中央区まちかど展示館」とし

て開設されています。箱崎町の"箱四

町会神輿庫"もその一つとして平成２

３年に認定されており、展示館の案内

パンフレットに掲載されています。

「中央区まちかど展示館」は現在２

２件の展示館が認定されており、その

情報はパンフレットとして、区役所や

特別出張所、区の施設で配布されてい

ます。中央区を訪れる観光客のガイド

ブックになっています。

パンフレットは区役所のホームページ

からも閲覧できます。

http://www.city.chuo.lg.jp/bunka/b

unkashinko/machikado.html

§ 編集後記 §

新年あけましておめでとうございます。

今年もはこざき新聞をどうぞよろしく

お願いします。

◇

ところで、この号から思い切って横

書きを採用してみました。いかがで

しょうか？ 新聞と言えば縦書きが主

流で、はこざき新聞も創刊からずっと

縦書きで発行していました。中央区発

行の「区のお知らせ」は、縦書きと横

書きを併用していますね。

◇

ここ数年、英字や数字を記述する機

会が増えて、縦書きでは表現しづらい

事が多くなりました。メールアドレス

などの英字は、縦書きの紙面に横向き

で記載していました。さらに、電話番

号や人数などの数字は漢数字（一、二、

三、…）に修正して記載していました

が、アラビア数字の方が記事としては

読みやすいのではないかと感じており

ました。

◇

また、はこざき新聞の編集にパソコ

ンを使っています。パソコンでは、ど

うしても縦書き原稿の編集はやりづら

く、編集ソフトウェアの更新に伴って

横書きを採用してみた次第です。

◇

紙面に書かれている催し物の開催日

時、電話番号、ホームページアドレス

が見やすくなったのではないでしょう

か。

◇

今年は子供神輿連合渡御、生まれ変

わって２年目の「箱崎宵の縁日」など、

多くのイベントが予定されています。

紙面を通して、箱崎町の様子をお伝え

していきたいと思っています。

中央区功労者表彰

１１月３日（文化の日）、中央区主

催の恒例の功労者表彰式が中央ブロッ

サムにて行われました。

町会、自治会関係者として、３６名

中箱崎二・三丁目町会から２名、推薦

されました。

・交通副部長の露木直人さん

・社会部副部長の宮田 実さん

のお二人です。

長年に渡り町会のために青年部、町

会活動に協力していただいています。

今後も、人の先頭に立って活動して

いってください。よろしくお願いしま

す。

箱崎二・三丁目町会長

加藤恵一

「中央区まちかど展示館ホームペー

ジ」には、展示館の情報のほか、展示

館周辺の観光・飲食スポットも順次掲

載される予定です。中央区の散策に役

立つと思いますので、開設されたらぜ

ひご活用ください。また、その様子は、

はこざき新聞でも紹介していきたいと

思います。

中央区まちかど展示館運営協議会

会田 潔（箱四町会代表）

ところで、平成２７年６月に「中央

区まちかど展示館運営協議会」が発足

し、「中央区まちかど展示館」の存在

をさらに深く知ってもらおうと、ホー

ムページの立ち上げなどを行っていく

ことが決まりました。ホームページの

開設は今年３月に予定されており、

"箱四町会神輿庫"をはじめ、他の団体

の展示物が写真や説明文、さらには動

画を含めて詳しく紹介されることにな

ります。

今年前半の主な行事予定
今年の行事も盛り沢山!!

１月上旬 各町会新年会

１月 夜間防災訓練

［箱崎連合町会］

３月 三の部子供スケート教室

［日本橋三の部地区委員］

４月中旬 春の交通安全運動

４月下旬 手作り鯉のぼり

［箱崎環境対策協議会］

時期未定 東日本大震災復興

チャリティフリーマーケット

５月 子供わんぱく相撲

［日本橋三の部地区委員］

７月下旬 隅田川河畔ビアパーティ

［箱崎連合町会］

８月中旬 箱崎宵の縁日、盆踊り大会

富岡八幡宮子供連合渡御

子供神輿と山車の町内渡御

［箱崎睦会、富岡・総代会］

８月下旬 中央区

大江戸祭り盆踊り大会

（予定は変更になる場合もあります）


